
本学校園 幼小中一貫教育体制の取組について

本学校園の一貫教育体制の意義

(1）一貫教育体制以前の本学校園の状況

・幼稚園での体験交流をして

・一緒に生活したり遊んだりすることで，教科や領域につながりの深いことがたくさんあることを

感じた。遊び、を教科に意図的につなぐのは不自然かもしれないが，それを整理することで， 11年

間の豊かな学びを，確かにつなげることができると考えた。（小学校教員）

・小学校での体験交流をして

－時間のはっきりとした区切りがないことに違和感があった。しかし，これが時閣の流れを緩やか

に感じさせているとも思った。中学校は時間に追われて生活しているようにも感じた。中学 l年

初めの生活リズムづくりや学校生活の仕方などの指導を改めて大切に感じた。（中学校教員）

・中学校での体験交流をしてのふりかえり

・理科の教科書を見ると，載っている植物が圏の庭で日ごろから触れているものが多く，驚いた。

幼児期に自然物で遊んでいたことが，中学校でより深めたり考えたりなど追求する土台になり，

菌での直接体験の大切さがよく分かった。（幼稚園教員）

本学校園は，平成16年度の島根大学中期計画に「一貫教育に関する実践的教育活動の推進」を掲げて

以来，様々な取組を行っている。その一つである教員の学校間交流（異校種に 1日出かけ，授業観察や

生活の体験を行う取組）を平成21～22年度に実施したところ， “カルチャーショッグ’を受けたとのふ

りかえりが数多く寄せられている。異なる校園種には，異なる発達段階の子どもがいること，異なる校

園文化が存在していることは当たり前であるが，実際に身体を通Lて理解することの難しさが，同じ方

向性で教育活動をめざしている教員同士でも存在していることを示している。

しかし，先に掲載しているふりかえりは，いずれも各校園での教育活動の様子を鋭くとらえ，本学校

闘の子どもたち全体の11年間の育ちを念頭に，自分たちの指導のあり方についてさらに考察を深めてい

るO こうした本学校闘の教員の姿勢や連帯感は，現在，大きな財産になっていると実感しつつある。

一貫教育体制の取組以前の附属幼稚園・附属小学校・附属中学校は，各校が単独で教育活動を展開し

ており，お互いを知り合うことはあまりなかった。つまり，それぞれがどのような教育活動や教育研究，

教育実習を展開し，どのような子どもを育てようとしているのか，どのような組織で活動しているのか，

さらには隣の校園にどのような教職員がいるのかすら，きちんと分かっていない状況であった。そのた

め，各学校菌の制度と研究の成果によって培われた学力観や教育活動のあり方に誇りをもっ一方で，そ

れを絶対視するがために他学校圏の学力観や教育活動のあり方について，入学した子どもたちの様子な

どから誤解を生じることがあった。そして，組織としてそれらを課題化して協議する場を設けることも

なく，こうした状況を打開できずにいた背景があった。

このように学校園が校園種別に分断した状況で，附属幼稚園に入学した子どもたちの多くが附属小学

校に入学し，さらに附属中学校に入学していたわけである。子ども・保護者の側からすれば，同じ附属

であるので進学したものの，まるで異なる環境に戸惑うことも多かったのではないかと思われる。

(2）本学校園における幼稚園・小学校・中学校の異なる点

本学校閣は，国立大学法人島根大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校から成り，同一敷地内に隣

接してー列に並んで配置されている。小学校と幼稚園は“わくわくロード”によって平成21年度に接続

されている。学校園庭は柵等の区分なく広くつながっており，校庭からは各校園舎が一望できる。幼稚

園では 4歳児20人× 2クラス， 5歳児20人× 2クラスの合わせて80人，小学校では各学年30人× 2クラ

スの合わせて360人，中学校では各学年35人× 4クラスの合わせて420人，本学校園としては860人が在

籍（平成25年度予定）する。それを支える教員は約60人である。
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それぞれに幼稚園。小学校＠中学校として存在しており，いわゆるー貰校ではない。これまでの取組

を通して9 次のような制度＠運営，内容の違いを教職員が肌で感じている。

輸制度＠運営面：幼稚園。小学校は学級担任告Jj，中学校は教科担任制

幼稚問。小学校は学級担任制で、ありう子どもと教員が一日を通じ多く触れ合うことで密接な関係が

築きやすくっ一人ひとりを細かくとらえ丁寧に対応することができる。担任を中心にして学級の生活

円容を決めやすし学習棺や座席等も独自に工夫できるo 時間も担任で裁量しやすく組み替えも比

岐的容易で，子どもの意識や実態に柔軟に対応できるo 保育 e 授業研究においても誰もが同じ内容を

i旨導することが多し職員室も一つにまとまっており，意見交換し生かしてい？やすい環境がある。

中学校は教科担出ttilc＇，担当の教員が毎時間変わるので、子どもと教員の間は幅広い交流関係となん

生徒を見る自も多面的なものとなるo ま九教科毎の学習内容は揃いやすえ 9 子どもの誰もに同じナ

習内容を保障できるo 授業の開始・終了時間や時間割りはきちんと守られ，授業也生活は計画的lこ行

いq 進度が守られてし1く。授業研究ではヲ教科部で職員室が分かれヲ専門的に深〈検討ができる。

ゆ内容面：幼稚園は保育（遊び中心），小学校＠中学校は授業（勉強中心〉

幼稚園の教育課程は「幼稚園教育要領Jに示され，ねらい及び内容は 5つの領域で、示されているo

教科書もなく，様々な体験を積み重ねヲ相互に関連をもちながら次第に達成に向かう即物的で総合的

な指導であるo 主体性を重視し，環境構成を考えてそれを引き出し，そのような中で子どもヂ見つT
た遊びの様子を把握＠組織化し，学級全員が共有する活動を時間的・内容的にも柔軟に設定するo 字

習と生活が一体化しており，担任が子ども＠保護者の対応をするのが原則であるが必要に応じて組織

的に対応する O l日4時間を標準とし，保護者が毎日登園するので情報交換が容易である。

小学校＠中学校の教育課程は「学習指導要領」によりヲ教科とその時間数ヲねらいヲ内容が細分化

して決められておりヲ教科書も配布されるo 各教科において単元が決まっておりヲそのねらいを達成

するためにどのような授業を行うとよいのか教材や学習形態などを組むo 教科＠領域等もほとんどが

並請しており系統的であるo 日程表，時間割が決まっており，時間で区切ることによって予定通りに

諸活動を進めてしぺ。通信票等で学期末には個人に学習についての評価を示すo 休憩や掃除の時間

も共通である O 生活上の諸問題には学級担任だけでなく，生徒支援部を中心に対応するなど組織的な

動きも取るo 午前中 4時間と午後 l～2時間の授業を行うo 自力で登下校を行うため9 その指導も必

要であるo 保護者が日常的に来校する必要はなくヲ公開授業ヲ懇談等で定期的に情報交換を打つ o

(3）幼児児童生誌の声から見る異校種での戸惑い

本学校園の児童生徒を対象に「進学先で生活や学習で違ったことがあり？戸惑ったことや困ったこと

があるか」を。当時を想起してのアンケート調査（平成22年 9月）を行ったo 「たくさんある： 4＇少

しある： 3，あまりない： 2，ほとんどない： 1Jで集計L 次の結果を得たo ここではD 進学してか

ら3年間以内の学年のみを公表する。

小学l年 1小学2年 主J中学 l年 1中学2年

中央値は2,E，ポイントになる。本学校園の今の児童生徒は，数値的に見た限り 9 全般的iこ異校種によ

ろ凄いから生じる回り感が少ないと思われる。「人は戸惑って成長するものだと思います。」（中2λ、

I~，町、で積極的に人に聞くことで解決できました。」（中 1 ）と適応していくことができる子どい多〈

いるーフ」で9 「 l 年生の l 学期は本当にi~れるまとが大変だったoJ 付こ12 ），「先生も友だちも変 ；h りつ
なじみたくいのを引きずった」（中 2）と述べる子どももいるの接続期の段差をばねとして器用

一年こ cれきる子どもはよいが そうでない子とももいることに留意が必要であるo また，本学校園出

時叫が本学校園川の出身者よりも数値が低くヲこれは一貫教育体制！の取組の成果とも考えTれる

が 平ども全員がその体制下で育勺ている訳ではないことについては，今後も配慮が必要なれ2i'S-:So 

一点的にはどのようなことで、戸惑ったのかヲ子ともたちが挙げた代表的なものは次の通りであるo

一 4一

＼ 

運動幼稚圏と小学校でのi塞いで戸惑ったこと

＠時間割りがあって，その通りに過ごす。

＠人数が多くなる。 ＠お昼寝がない。

。遊ぷ時間が少ない。 。勉強をたくさんする。

＠給食になる。 。先生が厳しくなる。

＠自分で通学する。 ＠ブランコや一輪車がない。

轡小学校と中学校での遣いで戸惑ったこと

＠長い時間をi邑ごす。

＠白分の机がある。

＠宿題がある。

⑩男の先生がいる。

＠授業の進度が速し＇－ o ＠教室移動が大変なわりに休憩時間が少ない。

。勉強道具が多く；運ぶのが大変o o部活動が厳しし、。 。宿題やテストが多くヲ難しい。

＠生活 1）ズムを整えるのが大変。 ＠時間について厳しくなる0 9 校則が厳しくなる。

＠担任の先生が教科で変わるから授業の仕方など慣れにくし＇ o 0 先生が厳しくなる。

ω登校が様々な手段になる。 ＠先輩，後輩の差がある。 。長ズボンになる。

一一、＼

これらの違いは，アンケートに書いた子どもだけではなく，子どもの誰もが直面することであり 9 」

れらにより，教員が気がつかないうちに多かれ少なかれストレスとなり，思うように個性や能力等の伸

長を図ることができていない場合があること，そして，それが本人の以前からの姿であるように思い込

んでしまっている可能性があることに気をつけなくてはならなL'o 
(4）一貫教育体制に取り

本学校園に入国入学しヲ 11年間を過ごして卒業していく子どもたち一人ひとりの豊かな成長は，その

子どもたちにかかわっていく教員の誰もが願うところであり，子ども自身や保護者にとって切実なもの

である。先述したこれまでの幼稚層＠小学校＠中学校の特色を総合的にとらえ生かしていく 9 そのよう

な中期的な教育計画の視点をもつことでヲ本学校園の教員誰もがヲすべての子どもにかかわりヲ力を合

わせて育てていこうとする姿勢をもって臨むことができる。そして自分が受け持っている子どもたちを

発達段階上でとらえた時，何が今必要なのかを相対的に把握することで？より効果的な指導が可能となっ

てくる。

こうして，私たちの子どもに対する願いが，より長期にわたり確実に保障される。こうして9 本学校

園の「育てたい子どもの姿J（次項参照）の実現につながり，子どもたちのより豊かな成長や人格の完

成をめざすことができると考える。

2 2ド学校国一貫教育の取締（の経緯

( 1）平成15年度： に向けての準備

国立大学法人化に向けて，大学の運営lこ計画性と将来展望，コスト意識が求められ，中期目標，中期

計画（平成16年度～平成21年度）が策定された。附属学校のあり方についてもヲ「附属をさらによい学

にする」「学部と附属がラ今よりもっと連携する」「学部学生がさらに優れた教師としての資質を得て

卒業する」という視点のもと 9 「学部改組後の附属学校・菌のあり方について

属学校部が設置され，『島根大学教育学部附属学校部規則』

則』が定められた。

(2）平成1

中明巳曙で「え／J1Jふ仁h一胃f李t育1之開する5ぞJi'宍的計育伊マ草Uのf佳溶Jカ1日

の役職と Lて「附属学71交部長」「i：付属空1交主事も（；附属学校部長及び校園長の補佐〉」

員がその任lこ当たった。またヲ附属学校部の組織と lて「附属学校部運宮協議会

の策定）」「附属学校部経営会議（学校圏に関わる研究その他提案の決裁等）Jが新設された。

(3）平成17年度；一貫教育体制等の方向性について

附属改革WG（正副j校嵐長会議）で具体的な附属学校国一貫教育体制のあり方について検討し，「附
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属学校閣改組計画説明会」が12月に行われた。附！語学校部である幼小中ならびに大学教育学部関係教員

が初めて一堂に会する会議となった。ここでは，「一貫教育体制の推進に取り組むこと」「プロサケ制度

の導入」「少人数学級の実現」といった説明がなされつ幼／j＼ヰlの教員がそれを、理解する場となった。

(4）平成rn年度：具体化への計画策定とその情報公開

附属学校園合同職員会議が定期的に行われることになった。第 1回目は 5月25日16: 00から fi, 

全体会では 貫教育についての理念や研究テーマ及び先進校の情報提供，その後の教科別分科会では‘

どもの実態と教科に関する情報交換及び、問題点について話し合いを行っ

一方でヲ改組検討WG （副学部長フ高l)i交長，附属学校主事： 18年度から学校聞からも 2名が｛壬（，二当た

る）が；編成され「附属学校圏一貫教育のあり方について」検討した。概要は次の通りである。

①子どもたちの現状

⑩企画力，実践力が優れている。

＠人間関係をつくっていど力が弱くなっている。 自尊感情ヲ思いやりの心， コ3ュニノーシ司ンft長ーノザー， ＂斗

力が低下してし：るo

e 基礎的な学力は概ね身についているが意欲や応用力は十分であるとはいえない。

このような現状を踏まえ9 広く学校経営上の問題として検討する必要がある。

②育てたい子どもの

＠新しい時代を切り括主社会に貢献しようとする子ども

。畳かな感性を青み，倉~培的に探究し続ける子ども

＠人とのかかわりを大切にし，共iこ伸びていく子ども

⑤基本理念＠基本目標

幼稚園・小学校＠中学校の共同による一貫した教育によって，次代を創造していく優れた人材を

育成する。

＠確かな基礎学力の定着と高度な応用力を育み9 自ら学び白ら考える力を伸長する。

＠健康な心身と豊かな人間性を育み，よりよく生きようとする意欲と態度を伸長する。

④一貫教育推進のための方針

I初等部前期〕 ( 4歳児 5歳児ヲ小 1，小 2)

＠基本的な生活・学習習慣の定着を図るとともに，体験を重視した活動を通してヲ

く基礎を培う 0

・集団的な活動や豊かな体験を通して，学校生活に適応する刀を育む。

［初等部後期］ （小 3，小 L[9 小川

自ら探究してい

。問題解決的な学習などを通して，基礎的＠基本的な学習内容の確実な定着を図る。

。人とのかかわりを通して，相子を思いやり臼らを高めようとするよりよい人間関係を醸成するo

f中等部］ （小6争中 L 中2ヲ中川

e 主体性を基盤とした深化⑪発展的な学習を通してヲ応用する力や活用する力を培う。

に向けた視野の拡充を図ることによってq よりよ J生きょうとする意欲と態度を伸長する。

こうした－］宣教育体制の取組に』ついて。保護者説明会を 5月.7月 0 10月に行い，理解を図つ

また9 「幼；J、中一貫教育を語る会」を12月 1日に下記内容で開催し広く教育関係者に対してこの取

した。特に，教科学習の視点から幼小中の教員が一緒になって保育＠授業について年間

つくられたことは特筆できる。

e 一貫教育推進計画説明

かず／理科。

＠テーマ （英語，／図工＠美術。表現／総合的な

＠ツンポジ 1うム「Y,J）！］＼中一貫教育の実現lこ向けて」

F 」とて U•,

。表現／体育。健康／技術。

田原和博校長先生・府中市立北ノj＼学校っ

先生：京都教育大学［l{j属京都中学校）
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(5）平成rn年度； と

各学校国の運営が自に見えるように「学校国教育指導計画」を作成し

した。これをもとに合同職員会議を年度当初に定例的に設置し

よいのか見通しをもつことができた。そして，各学校圏内の

きるように統一しできることから活動を始めていった。

るように

いっ行うと

貫教育体制下で、実働で

⑩教 務 部：学校行事の日程調整ヲ一貫教育体制下の生活時程，のり入れ授業開をム

＠教育研究部：研究テーマの設定とその実践，研究発表協議会の実施，報告書等J の作

＠生徒字援司1 ：台同街頭指導，合同集会，ホ y ブ。ヌ、テ，~，プジヤンブロフアイ川 fr:J:LY
＠主育実習部：実習の手ヲ！き＇ j＇量導案集の統一イ L新カ件ユラムによる教育実習の実施

の 総 務 首l：：学校圏要覧の作成吟合、同防♂手j与計画

また〉「第 2回全jJ小中一貫教育を語る会Jを10月27日に次の内容で開催し

育のあり方について説明し協議した。
本学校園のめざすー

⑨ 品貫教育研究主題

＠主力小中公開保育⑪授業，協議分干よi会（保育＠生？舌 0 総合／道徳／

＠テ一マ別分科会（イ呆育＠生ゐ活⑥総合.／ :i蓋穂ノ，／特Bリ；舌動／ノノ生徒支援〕

＠ノずネルディスカッション「豊かな『社会生活』を創造する幼小中の一貫教育を探7-I 

（西川正晃先生 関西国際大学准教授ヲ青原栄子先生：広島大学附属三幹圏9 己宮主美先生：呉市
立呉中央学園）

11月には保護者説明会が再度行われた。こうした活動により p 少人数指導を実現し一貫教育を推進す

る学校組織の改組計画が文部科学省に認められるに至った。

(6）平成20年度：教育研究の本格化と接続期の活動の異体化

附属
一貫教育体制推進の本格的実施の年度と位置づけヲ少人数教育実現のための学級編制等の開始

学校を統括する専任校園長制ヲ 守ども支援”コーディネータ一等主幹教諭等の導入が図られー

字校園研究も本格化し3 研究主題を「豊かな『社会生活』を創造する幼！］＼中一貫教育の追究」と L,

な「学び」をつくる子どもの育成をめざすために， 4年計画で行うこととしたo そのため司研究推

進の部会を，教科部，研究韻域部ヲ教育研究ブロぃ庁立b＇裂し F

iS乙坑疋L，数量、が各部に所属した。特に教科部

の構成において，幼稚園は1建康領域Lを中｛.，、lこ取り組むことと L，保健体育部会今にまと詑，tこ

「弟l回一貰教育研究発表協議会」を11月m に次の内容で開催L，不附属学校園ω さす一貰教育

のあり方や保育⑪授業のあり方について提言した。

＠幼小中公開保育・授業，協議分科会（国語／社会／／算数＠数学／理科

＠テーマ別分科会
図画工作。美術／技術＠家庭／保健（健康）

「これからの一貫教育に求められるものJ（林孝先生：広

教育研究ブロック C4 • .s • 4制度）は，子どもたちの

組みを残しながらもなめらかに接続することを意識したp 子ともたち

て生かしていくこととした。このブロック'.51jでの会議により次の活動が生み

・わいわいランド（定期的な幼小の~流〉 。わくわくタイム

LAN 

する幼小中の枠

まカ〉なとらえとし

されたハ

（休憩時間の自

な



こうした異校種の交流活動やのり入札授業などの取組について9 児童生

徒の評価は全般的に高い。理由としては次のようなものが挙げられている。

一貫教育体制の取組としてのよさを感じていることがわかる。

r:tr;?t 小学 I年

3. 7 1 

学年

「一一

学校国合同集会の様子

一一←一一一一一＿／

平成22年度は10月5日に生徒会と児童会が協力して開催した。

中学生を中心に温か〈交流でき 9 「学校冨の一員としての一体感」（生徒会長）を感

かわろうとする姿，

していっ

⑪異校種の人とじられる場になった。子どもたちは11年聞を視野に入れ，

と

このような結果を踏まえて，どのような成果を上げていると考えられるかヲ次のようにまとめられる。

①各学校園の現状とその背景ヲこれまで培ってきた伝統“文化を知り D お互いのよさについて理解を

深めること，ならびに子どもたち全体の11年間の育ちを教育研究ブロックを視点に意識することで，

幅広い視野に立つヲより質の高い継続的な教育活動や学力保障を展開している。そして，一人ひと

りの子どもの成長についてお］小中教員の誰もが参固い各学校園で何ができるのか考え， 11年間で

子どもたちを支え育てていこうとする姿勢と具体的な行動を取ってきている。

②子どもたちの接続期の段差における不安感を，個人レベルの学校国交流を通して軽減し，期待感を

もって新しい環境に飛び込み，自ら人間関係を構築しながらフ前向きに個性や能力等を一層仲良し

ようとする環境ができている。またヲ教員、も9 接続期を一つの視点として，縦のつながりや植の連

携を大切にする意識をもって活動している。

③子ども支援コーディネーターを中J心に子と、も支援体制を整えたことで9 特別に支援を必要とする子

どもを中心に情報を共有し継続しでかかわっていくことができる。子ども同士も附属学校園の

一員というより大きな組織に帰属意識と安心感そもっており，合同集会など自分たちで企画し，協

力して盛り上げようとする姿が見られる。

(4）課題と今後の万l向性

これまで，

きた。組織が大きくなりコ

のかを把握することや9 以前からの

して

してt＼る

ゐ

まで多くの時間と労力を必要とするぞ其本理売を弓宍うことな ＜＇.＇ 名活動の位晋ベけを明確にし町計画

的lこ精：遣し定例イとすることで“産みの苦しみ”を乗り越えてv，きたL'oそして成果を明確に 1－，共有し

て引き継いでいくことで中期的 a 体制的な取組を着実に行っていき，そのよさが新しい伝統となるよう

にしてし1きfこし＇o

幼稚園＠小学校＠中学校の違いを認識し接続期を節目として生かす隣接型の一貰教育体制を特色と

じてg より子どもの成長を促すことができる取組の充実を今後もさらに図ってしぺ。（文責 村上 幸人）

9 

平成22年度

｜轡 j学生から

｜⑤みんなといっぱい遊べるからたのしかった。＠上の学年の人が，やさしくおしえてくれたから。

I •. Lろんなおねえさんやおにいさんと友だちになれて，小学校でもあそびたいなと思った。

！轡中学生から

I ⑩中学生を見て自分も中学生になりたいと思えた。＠中学校で，先生と初対面でないので心強い。

「中学生はこんな感じなんだ」と中学校の生活が少し分かった。

。中学校の授業の様子が分かり，授業に対する心構えをもつことができた。

に感じる学校園を白分たちの活動する先輩の姿から学ほ、うとする姿，

ができるか

々と繰り広げられているーノ

の取ff,目を維持しながらの新現の取組はう 検討か1;

異校種の取組の一つである

校題種の枠を越え，

(7）平成21年産：一貫教育体制下の教育活動の継続＠充実

隣接型の特長を生かし，異校種の子どもの様子や教育活動を実際に体験する教員の体験交流を開始し

た。この取組は，これまで各部会で、話し合ってきた内容について司全教員が理解を深め令建設的＠具件

的7ょ11)V祖を考えていくための基盤となったo さらにヲ「学校国だより」を定期的に発行し，学校園内の

子どもたちゃ保護者，地域に一貫教育体制で、の活動の情報提供を図ったo 特別支援教育体制では，「子

ムも支援教育体制」として活動の｜恥広げ 各学校屈の子ども支援教育に関する組織の統ーを図り，一

員した子ども支援，保護者支援，各担任支援を継続的に行える体制となった。

学校園研究も「豊かな『社会生活Jを創造する幼小中一貫教育の追究」を研究主題として継続しヲ部

会の体制を変えず、に継続することでヲ実践を積み重ねていったo その際 教育研究ブロ yクを意識して

取組の充実を図っていったo こうした成果は「第 2回一貫教育研究発表協議会」を11月初日に次の内容

で開催し，本学校園のめざす一貫教育のあり方や保育。授業のあり方について続けて提言しと。／ 白／

＠幼小中公開保育＠授業ラ協議分科会（国語／社会／算数＠数学／理科／外国語活動⑩英詰／詰楽／

図工＠美術 e 技術／家庭／保健（健康） ＠体育）

＠実践発表（基盤的な取組／子ども支援／社会力育成〕

＠講演「異年齢交流が促す個の成長」（神山貴弥先生：同志社大学教授）

会ナヤヲ一貫して取り組んでおきたい「基礎的＠基本的な学習内容の確実な定着」についてラ “読み＠

書；：算”を視点に9 各発達段階において身につけておきたいこと，そのための方策について共通理解

会図って指導に当たるようにしたo これは，本学校園における学力保障のーっと言えようo

3 本学校圏一貫教育の現状と

('1)取組の実際
以上の経緯を踏まえ，本学校国の現在の取組は多岐にわたっているo これについては

幼小中一貫教育体制概要図」にまとめている (10頁参照）o 各活動の詳細等については

根大学教育学部附属学校国研究紀要」に掲載している。

(2）今年度の計画
第 2期中期目標で「幼小中一貫教育に関するプログラム開発と教育実践等，学校教育改善のための新

fこな教育⑤研究活動の推進」が明確に示されたo 具体的には本年度中期計画を次のように考えているo

。幼小中一貫教育等に関する実践的教育＠研究活動推進と定期的な成果発表

これまでの実践的教育活動の整理と今後の方向性の策定

第 3回 a貫教育研究発表協議会の開催

ホームページの作成ラ充実

＠特別支援教育の推進，新たな教育課題に対応する組織の立ち上げ

国立特別支援教育総合研究所研究パートナーの採択

研究課題：発達障害のある子どもへの学校教育における支援の在り方に関する実際的研究

幼児教育から後期中等教育への支援の連続性←（平成22～23年度）

学校図書館司書ヲ学校栄養教諭の配霞の検討

＠学部教員と附属学校教員が共同で運営する附属学校部の機能強化

各教科＠領域部における大学教員との共同研究q 地域との連携

附属学校園経営会議等これまでの組織の見直し

「本附属学校園

「平成21年度島

一ーさか

、
プ

一一弓炉

一一〉

一一〉

~, , 

、局主 3年fi'去に本学校園の幼稚園＠小学校に在籍Lておりラ

医It；児童生徒を対象に「幼稚園当時のわいわいラン内わくわくタイムヲ合同集会や合同マラソンヲ

り λれ？受業なとの~ii且についてと、ラであつ ］＇；
もよかウ f二： 4ラまあよかった： 3‘あまりよくなかった： 2，よくなかった： 1」で集計し，次の結

果を得た。最高値は4.0ポ／rL’h 中央｛直は2.5ポイントとfよる。

s一

の

れ小学校。中学校に進学しふi
」
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とそれを活用する能力が

そしてヲ子どもたちをと

しなければj市

轍蒲研斑の構想

ざすにのにつ

q 弘円 Jペ出へる今日的な課題としてフ基健町・基本的iJ知識011育長
十分でないこと 学習意欲の低下，自己肯定J惑の低下等の問題があげ百

りまく社会はヲ次のように急激に変化している状況にある。

。価値観の多様化（¥i1ろいろな考えを認めようとする社会になってきている

されやすい社会ともいえる。）

。高度情報イ！：（日本中どこにいても同じ情報がほとんど同時期に

情報を読み取る力や情報を活用して伝える能力が求められるようになってきたJ
O少子高齢化（若い世代が高齢者を支えていかなければならない時代で、あるJυ 

0国際化（臼本だけでな三世界的な規模で物事を考えていかなければならない問題が増えてえて·~~）
－？のような社会背景の中でヲ先行きが不透明でD 課題の多い現代を生きている子どもたち一 一
どがこだからこん私fこち六人が適切な「社会生活」をイメージし子ど、もたちの将来に向けてヲ

今後の担問のあり方乞真剣に：考えなければならなし、

私たち附属学校園比一貫教育がスタートするまではヲそれぞれの立場からめざすべき子と、も像伊

定しその実現に向け教育課程を構想し9 保一育や授業を日々行ってきたo その営みを通して活動に積五

的に取り組む姿勢やヲ見つけた課題号追求しようとする意欲をもった子どもたちの姿が見えてきている O

ま九仲間と手、lこ生き生きと毎日叫しく有意義？に過こ、している子ども同いるO しかし，その一方で

己？日に自信がもてずτ 自己肯定感や自己有用感等が低下している子と、もJf=i，学習や生活に回り一

回さ純分な満足感を得られないままにくらしている子どももいる。

／オ本学校国の子どもたちも司変化の激しい現代社会のあおりを受!ij-' 物質的には確かに豊かになったと

ぷいえるかも知れないがq 自分自身を大切に思う心や人間的なつながり

に

に江ってきている。

る
きぬく能力が十分ではないのではと危慣する。

以上のiとをふまえて考えたとき 9 まず，社会の中で一人ひとりが生きぬくための礎として「確かな

の酬が一切であると考える。そしてヲよりよい社会をめざし， M 人とつながり，その実現に

けて力強く行到できる力である「社会力」の育成が重要であると考える。与のためには9 子どもたち

一人ひとりの成長をより大きな枠組みでとらえヲ今まで、以上に幼小中が；連携iていく技がある i

うjることが子ど、もたちの資質や能力をより効果的により継続して育成でJきると考えよ cv 

本学校、園が幼仲一貫教育に取り組んでいる大きな理由の一つに 以上のようぷムあげること九

できるo 「確かな可」と「社会力 iは，車の両輸のようにつどちらかの力方だりに偏ってしまう；

され干し＇ o 両手がバランスよく育っていくことが重要であるo そして，それはヲ私たち

をつくる子どもヘ、とつながり 9 豊かな社会牛活の潟iii告ふ宝却するものと考える。
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